
せとうち広
報

「人と自然が織りなす  しあわせ実感都市  瀬戸内」を目指して

ト「トゥロン」などのフィリピン料理を調理し、食べることで、異文化を体
験していました。（写真　講師のカノイ・エルマ・ジョイリさん（写真左）か
ら調理方法を教わる参加者（上）／おいしく出来上がった料理をみんなでい
ただきました（下））

２ 月 15 日、 中 央 公
民館で、邑久町の国
際交流を推進する会

「Ｄ
デ ー ボ ッ ク

ＢＯＣ」による、
食の異文化体験（料
理教室）が行われま
した。参加者は、鶏
肉や野菜を炒めて煮
込む「アドボ」やバ
ナナを使ったデザー

平成 27 年２月行政報告
地域おこし協力隊に語って
もらいました
健康ライフ
瀬戸内発見伝
知っ得！せとうち便
４月の予定
まちの話題
みんなの広場

２
５

６
７
８
１３
１４
１５
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宮下工業団地

高砂山（邑久町山手）から望む千町平野

美しい眺めの瀬戸内海
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子
ど
も
た
ち
に
は
、
学
力
と
体

を
鍛
え
る
こ
と
と
併
せ
て
心
を
鍛

え
、
家
族
や
友
を
愛
し
、
瀬
戸

内
海
を
眺
め
美
し
い
と
感
じ
る
心

や
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
に
耳
を
傾

け
る
よ
う
な
豊
か
な
感
性
を
養
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
私
た
ち
大
人
は
、
日
々
の
暮
ら

し
の
中
で
自
然
と
調
和
し
、
安
定

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
、
家
族
や

友
人
、地
域
を
大
切
に
す
る
こ
と
、

他
人
に
対
す
る
敬
意
を
持
つ
こ

と
、
自
立
し
た
人
格
の
形
成
を
目

指
す
こ
と
、
よ
り
健
康
的
な
生
活

の
実
践
を
目
指
す
こ
と
な
ど
、
多

く
の
人
々
に
と
っ
て
の
共
通
で
重

要
な
価
値
を
高
め
て
い
け
る
よ
う

な
人
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
思
い
を
込
め
て
、

錦
海
塩
田
跡
地
の
貸
付
料
収
入
を

効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
現
在

国

※

が
進
め
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
取
り
組

　
は
じ
め
に

　　
こ
れ
ま
で
、
進
め
て
き
た
瀬
戸

内
市
の
ま
ち
づ
く
り
が
形
と
な
っ

て
現
れ
る
年
を
迎
え
ま
し
た
。
日

本
最
大
級
と
な
る
錦
海
塩
田
跡
地

の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
、図
書
館
、

市
民
病
院
の
整
備
、
企
業
誘
致
の

促
進
な
ど
に
よ
っ
て
、
瀬
戸
内
市

に
暮
ら
す
市
民
の
皆
さ
ん
、
そ
し

て
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
瀬
戸

内
市
の
誇
り
と
な
る
も
の
が
、
い

よ
い
よ
、一
つ
一
つ
見
え
て
き
ま
す
。

　
瀬
戸
内
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

先
人
の
努
力
に
よ
っ
て
、
美
し
い

自
然
と
環
境
が
残
り
、
田
舎
で
の

豊
か
な
暮
ら
し
が
で
き
る
ま
ち
が

築
か
れ
て
き
ま
し
た
。
市
民
の
所

得
も
農
業
分
野
な
ど
を
は
じ
め
と

し
て
平
均
的
に
高
く
、
優
れ
た
食

材
、
風
光
明
媚
な
自
然
、
治
安
や

交
通
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
、
豊
か

な
伝
統
、
歴
史
、
文
化
な
ど
に
恵

み
、
永
続
的
に
豊
か
さ
を
も
た
ら

す
仕
組
み
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

新
年
度
の
機
構
改
革

　

市
の
重
要
施
策
で
あ
る
錦
海

塩
田
跡
地
活
用
事
業
を
市

※

長
直

轄
組
織
と
し
て
推
進
し
て
き
ま

し
た
が
、
今
後
は
主
に
建
設
課
、

産
業
振
興
課
と
連
携
し
、
周
辺

整
備
等
の
推
進
を
図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
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行
政
報
告

平
成
27
年
２
月
定
例
議
会
が
２
月
23
日
に
開
会
さ
れ
、
市
長
と
教
育
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

用
語
の
解
説
・
備
考

国
が
進
め
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

　

日
本
の
人
口
の
現
状
と
将
来

の
姿
を
示
し
、
人
口
問
題
に
関

す
る
国
民
の
認
識
の
共
有
を
目

指
す
と
と
も
に
、
今
後
、
取
り

組
む
べ
き
将
来
の
方
向
を
提
示

す
る
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
踏

ま
え
、
平
成
27
年
度
を
初
年
度

と
す
る
今
後
５
カ
年
の
政
策
目

標
や
施
策
の
基
本
的
方
向
、
具

体
的
な
施
策
を
ま
と
め
た
も
の
。

市
長
直
轄
組
織

　

市
長
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
下
に
、
市
長
の
権
限

に
属
す
る
事
務
を
迅
速
に
遂
行

す
る
た
め
、
部
に
属
さ
ず
、
市

長
の
直
接
命
令
下
に
置
か
れ
る

組
織
。

岡
山
県
東
京
事
務
所

　

東
京
都
千
代
田
区
に
あ
る
岡

山
県
の
出
先
機
関
。

ま
れ
た
、
大
い
に
誇
れ
る
ま
ち
で

す
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
魅
力

を
さ
ら
に
磨
き
、
地
方
に
暮
ら
す

こ
と
の
豊
か
さ
を
私
た
ち
自
ら
が

実
感
し
、
大
都
市
や
市
外
で
暮
ら

す
人
々
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
の
心

の
中
に
、
瀬
戸
内
市
の
こ
と
を
よ

く
知
り
、
ふ
る
さ
と
を
大
切
だ
と

思
う
こ
と
、
地
域
を
愛
す
る
気
持

ち
を
さ
ら
に
育
む
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。

産
業
建
設
部
錦
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
課
と
し
て
引
き
続
き
事

業
の
推
進
を
図
り
、
市
の
魅
力
・

認
知
度
の
向
上
お
よ
び
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
繋
げ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
産
業
建
設
部
企
業
立
地

課
は
平
成
24
年
度
に
市
内
３
カ
所

の
企
業
誘
致
を
同
時
進
行
で
推
進

す
る
た
め
創
設
し
ま
し
た
が
、
既

に
２
カ
所
で
企
業
誘
致
に
成
功
す

る
な
ど
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
同
課
は
廃
止

し
、
工
業
団
地
造
成
業
務
に
つ
い

て
は
、
産
業
建
設
部
産
業
振
興
課

内
に
新
設
す
る
企
業
立
地
推
進
係

で
引
き
続
き
業
務
の
推
進
を
図
る

と
と
も
に
、
企
業
誘
致
活
動
に
つ

い
て
は
、
新
た
に
平
成
27
年
度
か

ら
岡

※

山
県
東
京
事
務
所
に
職
員
を

派
遣
し
、
強
力
に
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進
、
６

※

次
産
業
を
は
じ
め
と
し
た
も
の
づ

く
り
の
支
援
、
女
性
な
ど
の
創
業

支
援
、
観
光
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進
を

図
る
た
め
、
産
業
建
設
部
産
業
振

興
課
内
へ
瀬
戸
内
ブ
ラ
ン
ド
推
進

室
を
新
設
し
ま
す
。

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略

　
平
成
26
年
11
月
に
「
ま
ち
・
ひ

と・し
ご
と
創
生
法
」
が
成
立
し
、

国
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
に
お
い
て
は
、
東
京
一
極
集

中
を
是
正
し
、「
し
ご
と
の
創
生
」

と
「
ひ
と
の
創
生
」
の
好
循
環
を

実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
、
２
０
６
０

年
に
１
億
人
程
度
の
人
口
を
維
持

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
総
合
戦
略
で
は
、
平
成
27
年

か
ら
平
成
31
年
ま
で
の
５
年
間
の

政
策
目
標
・
施
策
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
本
市
と
し
て
も

「
地

※

方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
地

※

方
版

総
合
戦
略
」
を
策
定
す
る
た
め
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
検
討
組
織
と
し
て
、

２
月
13
日
に
幹
部
職
員
で
構
成
す

る
「
瀬
戸
内
市
太
陽
の
ま
ち
創
生

本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
全
庁
的
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
地
方
も
競
争
の
時
代
に
入
っ
て

お
り
、
一
生
懸
命
努
力
し
た
と
こ

ろ
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
す

る
と
こ
ろ
に
、
国
も
積
極
的
に
財

政
、
情
報
、
人
的
な
支
援
を
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。「
総
合
戦

略
」
に
基
づ
く
国
の
財
政
支
援
に

加
え
、
錦
海
塩
田
跡
地
の
貸
付
収

入
も
有
効
に
活
用
し
、
定
住
、
子

育
て
、
教
育
な
ど
瀬
戸
内
市
独
自

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
Ｊ

Ｒ
６
社
と
地
方
自
治
体
、
観
光
事

業
者
な
ど
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
平

成
28
年
春
（
４
～
６
月
）
に
行

う
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ

り
、
岡
山
県
で
は
、
平
成
19
年
以

来
の
大
き
な
観
光
対
策
事
業
と

な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
県
や
Ｊ
Ｒ
、
各
市

町
村
担
当
者
な
ど
で
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
、
多
く
の
人

に
岡
山
県
内
の
魅
力
あ
る
観
光
地

を
知
っ
て
、
訪
れ
て
も
ら
う
た
め

の
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。
瀬
戸

内
市
も
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
す

る
べ
く
地
域
の
人
と
連
携
し
な
が

ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
は
、
地
域
の
魅
力

を
宣
伝
す
る
観
光
大
使
と
な
る
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
採
用
、
地
域

の
食
材
を
使
っ
た
「
食
」
で
人
を

呼
び
込
む
仕
掛
け
づ
く
り
、
宣
伝

ア
イ
テ
ム
の
作
成
、
都
市
部
で
の

Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ
ン
な
ど
本
番
に
備

え
た
準
備
・
Ｐ
Ｒ
を
進
め
ま
す
。

　

首
都
圏
に
お
け
る
情
報
の
受

発
信
と
本
庁
業
務
支
援
、
独
自

の
事
業
展
開
な
ど
の
た
め
、
国

な
ど
と
の
連
絡
調
整
、
首
都

圏
に
お
け
る
事
業
展
開
、
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

行
う
。

６
次
産
業

　

農
林
水
産
業
を
、
本
来
の
第

１
次
産
業
に
加
工
（
第
２
次
産

業
）、
流
通
・
観
光
・
サ
ー
ビ

ス
（
第
３
次
産
業
）
を
加
え

た
総
合
産
業
と
し
て
捉
え
た

も
の
。

地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

　

国
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合

戦
略
を
勘
案
し
つ
つ
、
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
人
口
の
現
状

を
分
析
し
、
人
口
の
将
来
の
展

望
を
提
示
す
る
も
の
。

地
方
版
総
合
戦
略

　

地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま

え
て
、
今
後
５
カ
年
の
目
標
や

施
策
の
基
本
的
方
向
、
具
体
的

な
施
策
を
ま
と
め
る
も
の
。

　

地
方
公
共
団
体
が
自
主
性
・

主
体
性
を
発
揮
し
、
地
方
の
実

情
に
沿
っ
た
地
域
性
の
あ
る
も

の
と
す
る
こ
と
が
重
要
と
さ

れ
る
。

晴れの国おかやまデスティネーション
キャンペーンロゴマーク



クリーンセンターかもめの樹木粉砕機

「地域おこし協力隊」は、人口が減少する地方において、都市地域の人材を地
方自治体が受け入れ、地域力の維持・強化を図る総務省の事業です。瀬戸内
市で公募し採用した３名は、協力隊としての活動と活動期間（３年間）が終
了した後も地域に根差すための基盤づくりに奮闘中です。このページでは、
３人の今までの成果、進行中の事業、今後取り組みたいことや抱負などを語っ
てもらいます。

三
木　

瀬
戸
内
市
を
知
る
！
こ
と
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と

出
会
い
、
素
敵
な
ご
縁
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
黒
田
官
兵
衛
関
連
の
イ
メ
ー

ジ
づ
く
り
、市
役
所
内
の
サ
イ
ン（
案

内
）
計
画
、
オ
フ
ィ
ス
改
善
、
ブ
ラ

ン
ド
事
業
、
市
民
団
体
へ
の
支
援
、

寒
風
陶
芸
会
館
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
業

務
、
福
岡
地
区
で
の
ア
ー
ト
イ
ベ
ン

ト
開
催
な
ど
市
の
魅
力
向
上
の
た
め

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
の
活
用

な
ど
、
も
の
づ
く
り
に
お
け
る
社
会

的
な
動
向
（Fablab

な
ど
）
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、「
も
の
を
つ
く

る
、
生
み
出
す
」
過
程
で
得
ら
れ
る

喜
び
な
ど
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
育
ま
れ
る
環

境
づ
く
り
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ものづくりで
　　人と人をつなぐ

3D プリンタを活用したものづくり事例

地域おこし協力隊　み　 き　 ひ ろ の り

三木裕紀
昭和 51 年生まれ、
長船町福岡在住

   あ  さ  い    か つ と し

浅井克俊
昭和 49 年生まれ、
邑久町山田庄在住

  き  く  ち     と も か ず

菊地友和
昭和 46 年生まれ、
邑久町山田庄在住

菊
地　
協
力
隊
と
し
て
赴
任
し
て
か

ら
2
年
半
、
任
期
も
半
年
を
残
す
ば

か
り
か
と
思
う
と
、
時
が
経
つ
の
は

早
い
も
の
で
す
。

　
裳
掛
地
区
の
活
性
化
、
ト
ー
タ
ル

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
準
備
室
の
お
手

伝
い
な
ど
、
自
分
が
や
り
た
い
と

思
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
方
針

が
全
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
こ
と

に
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

　
方
針
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
か
ら
と

い
っ
て
最
大
の
支
援
が
約
束
さ
れ
る

わ
け
で
は
な
く
、
費
用
、
人
脈
な
ど

を
確
保
す
る
の
も
役
割
の
一
つ
に

な
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
楽

し
み
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
任
期
満
了
後
も
裳
掛
地
区
の
活
動

を
続
け
る
予
定
で
す
の
で
、
引
き
続

き
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

楽しみながら地域
活性化に取り組む

JOIN 移住・交流フェスタに出展し、裳掛地区をＰＲ

浅
井　
僕
の
任
期
は
今
年
の
９
月
末

ま
で
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
古
民
家
の
修
繕
や
瀬

戸
内
市
特
産
品
の
開
発
、
瀬
戸
内
市

発
ブ
ラ
ン
ド
（Setouchi Kirei

）

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
の
お
手
伝

い
、
本
や
ア
ー
ト
系
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
任
期
満
了
後
の
自
立
に

向
け
て
、
自
身
の
事
業
に
力
を
入
れ

て
い
き
ま
す
。

　
私
生
活
で
は
、
移
住
し
た
と
き
に

は
幼
稚
園
の
年
少
組
（
３
歳
）
だ
っ

た
息
子
が
、
こ
の
春
に
小
学
生
に
な

り
ま
す
。

　
こ
ち
ら
に
来
て
、
一
番
良
か
っ
た

の
は
、
家
族
と
の
時
間
が
増
え
、
息

子
と
過
ご
す
時
間
も
多
く
持
て
た
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

市の魅力を再発見、
そして発信

ままチョビ（ままかりのアンチョビフィレ風）
ＰＲポスターから

に
語ってもらいました
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市
長
特
別
枠
事
業

　

今
後
の
少
子
・
高
齢
化
、
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
、
さ
ら
に

は
人
口
減
少
へ
対
応
す
る
た
め

の
人
づ
く
り
事
業
。
各
部
局
か

ら
新
た
な
事
業
を
募
り
、「
協

働
事
業
」「
公
共
交
通
対
策
」「
ブ

ラ
ン
ド
推
進
事
業
」「
情
報
発

信
事
業
」「
次
世
代
音
楽
マ
イ

ス
タ
ー
創
出
事
業
」
の
５
事
業

を
「
市
長
特
別
枠
事
業
」
と
し

た
。財
政
調
整
基
金
か
ら
の
２
、

９
９
８
万
５
千
円
の
繰
入
金
を

財
源
と
す
る
。

ま
ち
づ
く
り
事
業

　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
体
か
ら

の
錦
海
塩
田
跡
地
貸
付
料
収
入

を
原
資
と
す
る
太
陽
の
ま
ち
基

金
を
活
用
し
た
「
ま
ち
づ
く
り

事
業
」。太
陽
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
ま
ち
づ
く
り
実
施
方
針

に
基
づ
き
提
案
の
あ
っ
た
「
小

学
校
35
人
学
級
化
」「
小
中
学

校
デ
ジ
タ
ル
教
材
活
用
」「
市

道
錦
海
師
楽
線
外
整
備
」「
不

育
治
療
費
助
成
」
の
４
事
業
に

対
し
３
、７
０
０
万
円
の
特
別

枠
を
充
て
る
。

古
布
（
こ
ふ
）

　

不
要
に
な
っ
た
一
般
的
な
衣

類
・
タ
オ
ル
・
ハ
ン
カ
チ
。

平
成
27
年
度
当
初
予
算

　
平
成
27
年
度
当
初
予
算
は
、
持

続
可
能
で
自
立
性
の
高
い
財
政
運

営
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、
中
期

財
政
計
画
に
基
づ
く
各
部
署
へ
の

一
般
財
源
枠
配
分
方
式
に
よ
る
予

算
要
求
に
、「
市

※

長
特
別
枠
事
業
」

と
太
陽
の
ま
ち
基
金
繰
入
れ
に
よ

る
「
ま

※

ち
づ
く
り
事
業
」
を
加
え

た
も
の
と
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は

１
６
１
億
７
、１
０
６
万
６
千

円
で
、
前
年
度
予
算
よ
り
も

３
億
３
、８
４
７
万
５
千
円
の
増

額
で
、
財
政
計
画
と
比
較
し
て

も
約
３
億
２
千
万
円
の
増
額
と

な
り
合
併
後
最
大
予
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
主
に
国
県
の
新
規
制
度

へ
の
対
応
や
社
会
保
障
費
の
増
額

に
よ
る
物
件
費
・
扶
助
費
・
繰
出

金
の
増
加
と
、
２
つ
の
特
別
枠
事

業
費
を
追
加
し
た
こ
と
に
よ
り
財

政
計
画
を
上
回
る
額
と
な
っ
た
も

の
で
、
太
陽
の
ま
ち
基
金
か
ら
の

繰
入
れ
の
ほ
か
、
財
政
調
整
基
金

か
ら
３
億
２
千
万
円
の
繰
入
れ
を

行
う
こ
と
で
収
支
の
調
整
を
行
っ

て
い
ま
す
。

長
船
水
源
地
の
施
設
更
新
整
備

　
早
急
な
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い

る
長
船
水
源
地
の
基
幹
施
設
整
備

事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度

か
ら
３
年
間
か
け
て
施
設
更
新
整

備
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

新
病
院
建
設

　
新
病
院
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

本
体
工
事
に
係
る
入
札
を
本
年
２

月
13
日
に
公
告
し
、
３
月
12
日
に

国
民
健
康
保
険
の
保
健
事
業

　
瀬
戸
内
市
民
病
院
で
実
施
し
て

い
る
国
保
人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て

は
、
受
診
希
望
者
が
年
々
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
度

は
定
員
数
を
増
や
し
、
希
望
者
に

人
間
ド
ッ
ク
受
診
が
行
き
届
く
よ

う
に
し
ま
す
。

　
ま
た
、
後
期
高
齢
者
か
ら
人
間

ド
ッ
ク
実
施
の
要
望
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
平
成
27
年
度
は
後
期
人

間
ド
ッ
ク
を
新
設
し
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
に
移
行
し
た
人
へ
の

健
康
増
進
に
つ
な
が
る
よ
う
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

ご
み
の
減
量

　
平
成
27
年
度
に
は
、
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
か
も
め
の
樹
木
粉
砕
機

（
チ
ッ
プ
マ
シ
ン
）
を
大
型
機
に

更
新
す
る
予
定
と
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
の
２
倍
の
直
径
約
20
㌢
ま

で
の
剪
定
枝
の
処
理
が
可
能
と
な

り
ま
す
。剪
定
枝
を
粗
大
ご
み（
可

燃
）
の
日
に
集
積
所
で
収
集
す
る

こ
と
で
、
市
民
の
利
便
性
の
向
上

と
ご
み
の
減
量
化
、
再
資
源
化
を

図
り
ま
す
。

入
札
を
予
定
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

新
病
院
医
療
情
報
機
器
等
整
備
支

援
業
務
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
で
業
者
選
定
を
行
い
、

２
月
16
日
に
契
約
を
締
結
し
ま

し
た
。

35
人
学
級
対
応
臨
時
雇
用
事
業

　
少
人
数
学
級
で
の
教
育
に
よ
る

学
力
向
上
な
ど
を
目
指
し
て
、
平

成
27
年
度
か
ら
小
学
校
に
お
い
て

「
35
人
学
級
対
応
臨
時
雇
用
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。　
　
　

　
文
部
科
学
省
は
少
人
数
学
級
の

推
進
計
画
に
よ
り
、
小
学
校
６
年

生
ま
で
の
全
学
級
で
35
人
学
級
を

実
施
す
る
計
画
で
し
た
が
、
小
学

校
１
年
生
の
み
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
岡
山
県
は
独
自
に
小
学
校
２
年

生
を
35
人
学
級
に
す
る
学
級
編
成

基
準
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
小
学
校
３
年
生
以
上

の
学
年
で
は
原
則
と
し
て
40
人
学

級
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
市
内
全
小
学
校

に
お
い
て
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
の
全
て
の
学
級
を
35
人
以
下
の

学
級
に
編
成
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、「
古

※

布
」
も
、
粗
大
ご

み
（
可
燃
）
の
日
に
各
集
積
所
で

回
収
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
リ

サ
イ
ク
ル
化
、
さ
ら
な
る
ご
み
の

減
量
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。



巻
之
百
十
五

　
瀬
戸
内
市
教
育
委
員
会
は
、
平

成
27
年
2
月
17
日
、
本
蓮
寺
（
牛

窓
町
牛
窓
）
に
伝
わ
る
朝
鮮
通
信

使
関
係
資
料
９
点
を
、
重
要
文
化

財
（
歴
史
資
料
）
に
指
定
し
ま

し
た
。

通
信
使
が
詠
ん
だ
漢
詩

　
朝
鮮
通
信
使
は
、
江
戸
時
代
に

朝
鮮
国
王
か
ら
江
戸
幕
府
将
軍
へ

派
遣
さ
れ
た
善
隣
友
好
の
使
節
で

す
。
本
蓮
寺
は
江
戸
時
代
初
期
に

使
節
の
接
待
場
所
に
な
っ
て
お

り
、
使
節
が
詠
ん
だ
漢
詩
な
ど
が

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
、
寛
永
20
（
１
６
４
３
）
年
、

明
暦
元
（
１
６
５
５
）
年
、
正
徳

元
（
１
７
１
１
）
年
に
来
日
し
た

正
使
、
副
使
、
従
事
官
、
製
述
官
、

☎

れ
て
い
ま
す
。
江
戸

時
代
、
岡
山
藩
が
牛

窓
で
朝
鮮
通
信
使
を

接
待
す
る
よ
う
に
な

る
と
、
寛
永
20
年
度

と
明
暦
元
年
度
に
は

本
蓮
寺
が
接
待
場
所

と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
接
待
場
所
は

「
御
茶
屋
」
に
替
わ

り
ま
す
が
、
本
蓮
寺

は
岡
山
藩
家
老
の
宿

舎
な
ど
に
充
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
歴
史
的

経
緯
か
ら
本
蓮
寺

は
、
福
禅
寺
（
福
山

　
が
ん
は
、
と
て
も
身
近
な
病
気

で
す
。
国
民
の
２
人
に
１
人
が
、

が
ん
に
な
り
、
３
人
に
１
人
が
、

が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
が
ん
は
自
覚
症
状
が
出

に
く
い
病
気
で
す
。
自
覚
症
状
に

気
が
付
い
て
病
院
を
受
診
し
た
時

に
は
、
が
ん
が
進
行
し
た
状
態
で

発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
す
。

　
し
か
し
、
が
ん
検
診
を
受
け
る

こ
と
で
、
が
ん
を
早
く
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
早
期

に
治
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
身
体
的
に
も
経
済
的
に
も
負

担
が
少
な
く
、
が
ん
が
治
る
確
率

新
た
に
重
要
文
化
財
に
指
定
！

朝
鮮
通
信
使
関
係
資
料

市
）
お
よ
び
清
見
寺
（
静
岡
市
）

と
と
も
に
「
朝
鮮
通
信
使
遺
跡
」

と
し
て
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

書
記
が
詠
ん
だ
漢
詩
で
、
筆
者
が

は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の
９
点
を

指
定
し
ま
し
た
（
下
表
参
照
）。

　

漢
詩
の
内
容
は
、
牛
窓
や
本

蓮
寺
の
情
景
に
も
触
れ
る
も
の

で
、
通
信
使
と
地
域
の
交
流
を

明
確
に
示
す
大
変
貴
重
な
資
料

で
す
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
を
紹

介
し
ま
す
。

『
朝
鮮
通
信
使
漢
詩
書
軸

従
事
官
申シ

ン
ユ濡
筆
』（
写
真
掲
載
）

　

牛
窓
の
海
浜
に
寺
は
古
さ

び
て
僧
侶
も
僅
か
、
竹
や
藤

が
生
い
茂
り
日
の
光
を
さ
え

ぎ
っ
て
静
寂
そ
の
も
の
。
投

宿
の
旅
人
は
万
感
こ
も
ご

も
、
眠
ら
ず
に
夜
半
が
過
ぎ
、

かかりやすいがんの順位
検診が行われる５つのが
んを年齢別、かかりやす
い順に並べています。

検
診
」（
胃
が
ん
・
結
核
肺
が
ん
・

大
腸
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が

ん
）
は
、
い
ず
れ
も
、
検
診
に
よ

り
死
亡
率
を
低
下
さ
せ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
４
月
か
ら
各
種
が
ん

検
診
を
始
め
ま
す
。

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

～
が
ん
検
診
で
早
期
発
見
、
早
期
治
療
、
少
な
い
負
担
～

５年生存率の比較（胃がんの場合）
【出典】岡山県におけるがん登録 2010

　
「
元
気
な
と
き
は
『
自
分
に
は

関
係
な
い
』
と
思
っ
て
い
た
け
れ

ど
、
が
ん
に
か
か
っ
て
初
め
て
知

る
こ
と
、
得
た
も
の
も
失
っ
た
も

の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　
あ
る
程
度
予
防
で
き
る
が
ん
も

あ
る
し
、
も
し
か
か
っ
た
と
し
て

蚊
の
う
な
り
声
だ
け
が
勢
よ

く
、
門
内
奥
深
い
部
屋
に
や

か
ま
し
い
。

　
「
宿
泊
し
た
本
蓮
寺
は
大
変
静

か
で
、
蚊
の
羽
音
が
雷
の
よ
う

に
大
き
く
、
門
を
ふ
る
わ
せ
る

ほ
ど
で
あ
っ
た
」
と
詠
ん
で
い

ま
す
。

本
蓮
寺
と
通
信
使

　
本
蓮
寺
は
、
14
世
紀
ご
ろ
建
て

ら
れ
た
法
華
堂
に
始
ま
る
と
伝
え

ら
れ
、
長
禄
2
（
１
４
５
８
）
年

に
「
本
蓮
寺
」
の
寺
号
を
授
与
さ

資料名 作者 年代
1 朝鮮通信使漢詩書軸 従事官申濡筆 寛永 20（1643）年

2 朝鮮通信使漢詩書軸 従事官申濡筆 寛永 20（1643）年

3 朝鮮通信使漢詩書軸 製述官朴安期筆 寛永 20（1643）年

4 朝鮮通信使漢詩書軸 正使趙珩筆 明暦元（1655）年

5 朝鮮通信使漢詩書軸 副使兪瑒筆 明暦元（1655）年

6 朝鮮通信使漢詩書軸 副使任守幹筆 正徳元（1711）年

7 朝鮮通信使漢詩書軸 従事官李邦彦筆 正徳元（1711）年

8 朝鮮通信使漢詩書軸 製述官李礥筆 正徳元（1711）年

9 朝鮮通信使漢詩書軸 書記官南聖重筆 正徳元（1711）年
朝鮮通信使漢詩書軸　従事官申濡筆
（撮影：島隆諦） 瀬戸内市重要文化財朝鮮通信使関係資料一覧

【
参
考
文
献
】

『
法
華
宗
経
王
山
本
蓮
寺　
寺
宝
と
歴

史
』『
牛
窓
と
朝
鮮
通
信
使
』『
牛
窓

町
史
資
料
編
Ⅱ
』『
牛
窓
町
史
通
史
編
』

が
高
く
な
り
ま
す
。

　
上
の
グ
ラ
フ
は
、
胃
が
ん

が
、
検
診
で
発
見
さ
れ
た
場

合
と
、
検
診
以
外
で
発
見

さ
れ
た
場
合
の
５
年
生
存

率
（
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
５

年
後
に
生
存
し
て
い
る
割
合
）

の
比
較
で
す
が
、
生
存
率
は
大

き
く
違
い
ま
す
。

♥
毎
年
必
ず
が
ん
検
診
を

　
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
市
で
行
う
「
５
つ
の
が
ん

20 ～ 30 歳代女性
①子宮頸がん
②乳がん

40 歳代男性
①大腸がん
②胃がん
③肺がん

40 歳代女性
①乳がん
②子宮頸がん
③大腸がん
④胃がん
⑤肺がん

50 歳代男性
①大腸がん
②胃がん
③肺がん

50 歳代女性
①乳がん
②大腸がん
③胃がん
④肺がん
⑤子宮頸がん

60 歳以上の男性
①胃がん
②大腸がん
③肺がん

60 歳以上の女性
①大腸がん
②胃がん
③乳がん
④肺がん
⑤子宮頸がん

も
早
期
発
見
で
き
れ
ば
、
心
も
体

も
、
そ
し
て
経
済
的
に
も
楽
だ
っ

た
は
ず
。

　
自
分
の
体
を
大
切
に
し
て
、
予

防
や
検
診
に
関
心
を
持
っ
て
ほ

し
い
。」

【
出
典
】国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

が
ん
対
策
情
報
セ
ン
タ
ー

　
本
紙
に
折
り

込
み
の
「
健
康

カ
レ
ン
ダ
ー
」

な
ど
で
日
程

な
ど
を
確
認

し
て
、
が
ん
検

診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

♥
が
ん
体
験
者

　
の
言
葉

　
が
ん
体
験
者

の
言
葉
を
紹
介

し
ま
す
。
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記号の説明

　　知っ得！せとうち便　　

知っ得！
せとうち便

予問 相…問い合わせ先 申…申請・申込・申告先 …予約先 …相談先応 …応募先 資 …資料請求先

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

お
知
ら
せ

届…届出先 通…通告先

　
固
定
資
産
税
と
は
、
毎
年
１
月

１
日
（
賦
課
期
日
）
に
土
地
・
家

屋
・
償
却
資
産
と
い
っ
た
固
定
資

産
を
所
有
し
て
い
る
人
が
、
固
定

資
産
の
価
格
を
も
と
に
算
出
さ
れ

る
税
額
を
そ
の
固
定
資
産
の
所
在

す
る
市
町
村
へ
納
め
る
税
金
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　
４
月
中
旬
に
送
付
す
る
固
定
資

産
税
の
納
税
通
知
書
に
、
土
地
・

家
屋
の
課
税
明
細
書
を
同
封
し
て

い
ま
す
。

　
課
税
明
細
書
が
届
い
た
ら
、
適

正
な
課
税
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
納
税
通
知
書
を
受
け

取
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

60
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
土
地
・
家

  

固
定
資
産
税
の

  

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

屋
の
価
格
に
対
す
る
不
服
（
審

査
）
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧
・
閲
覧
】

　
市
内
に
所
在
す
る
土
地
・
家
屋

の
固
定
資
産
税
の
納
税
者
本
人
に

限
り
、
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
を

比
較
し
、
自
ら
の
土
地
・
家
屋
の

評
価
額
が
適
正
か
ど
う
か
確
認
す

る
た
め
に
、
土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
・
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
縦
覧
帳
簿
に
は
、土
地
の
地
目
、

地
積
、
評
価
額
な
ど
や
家
屋
の
種

類
、
構
造
、
床
面
積
、
評
価
額
な

ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
日
時

　
４
月
１
日
（
水
）
～
30
日
（
木
）

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▽
場
所

　
税
務
課
・
各
支
所
・
出
張
所

▽
持
参
す
る
も
の

　

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

　
健
康
保
険
証
な
ど
）

　

・
委
任
状
（
代
理
人
が
縦
覧
す
る

　
場
合
）

税
務
課　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
８
１

固定資産税Ｑ＆Ａ（質問と答え）

　

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
人
や
重

度
の
精
神
障
が
い
の
あ
る
人
が
所

有
し
て
い
る
軽
自
動
車
は
、
申
請

に
よ
っ
て
、
１
人
１
台
に
限
り
軽

自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

　
４
月
１
日
現
在
で
、
満
18
歳
未

満
の
身
体
ま
た
は
精
神
に
障
が
い

が
あ
る
人
と
生
計
を
同
じ
く
す
る

人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

障
が
い
の
等
級
な
ど
条
件
に

よ
っ
て
は
減
免
の
対
象
に
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
自
動

車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
人
は

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
申
請
方
法

　
申
請
書
は
税
務
課
、
各
支
所
、

出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

　
印
鑑
、
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳・精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

自
動
車
検
査
証
（
車
検
証
）、
運

転
す
る
人
の
運
転
免
許
証
を
持
参

し
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
20
年
度
以
降
の
減
免
申
請

内
容
（
障
が
い
の
等
級
、
車
、
運

転
者
な
ど
）
に
変
更
が
な
い
場
合

は
、
申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▽
申
請
期
限　
５
月
25
日
（
月
）

　
　

税
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

  

障
が
い
の
あ
る
人
の

  

軽
自
動
車
税
を
減
免

申
問

Ｑ．平成 27 年 3 月に土地の売買契約
　を締結し、直ちに売主Ａから買主Ｂ
　へ所有権移転登記を済ませました。
　平成 27 年度の固定資産税は誰に課
　税されますか。
Ａ．平成 27 年度の固定資産税は、賦
　課期日の平成 27 年 1 月 1 日に所有
　者として登記されている人に対して
　課税されます。
　ご質問の場合、売主Ａが納税義務者
　となります。

問

Ｑ．土地と家屋の名義が夫婦の共有に
　なっています。固定資産税は持分に
　応じて分割課税されるのでしょうか。
Ａ．固定資産の共有者には連帯納税義
　務が発生します。持分に関わらず、　
　各共有者は固定資産税全額について
　連帯して納付義務を負います。分割
　課税は行いません。

  

軽
自
動
車
税
の
税
率
変
更

　

本
紙
平
成
26
年
12
月
号
（
第

１
２
１
号
）
で
現
行
法
令
に
基
づ

き
軽
自
動
車
税
の
税
率
変
更
に
つ

い
て
案
内
し
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
26
年
12
月
末
に
総
務
省
か
ら
公

表
さ
れ
た
平
成
27
年
度
税
制
改
正

（
案
）
に
お
い
て
、
二
輪
車
な
ど

に
係
る
税
率
変
更
の
時
期
を
当
初

予
定
の
平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら

平
成
28
年
4
月
1
日
に
、
1
年
延

期
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

税
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

問

平
成
26
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の

問
い
合
わ
せ
先
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申

請
受
付
は
、
２
月
２
日
を
も
っ
て
終
了

し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給

業
務
に
お
い
て
、
送
付
封
筒
に
記
載
し

た
問
い
合
わ
せ
窓
口
の
電
話
番
号
に
誤

り
が
あ
り
、
こ
の
市
の
過
失
に
よ
り
被

害
を
受
け
た
ご
家
族
の
方
お
よ
び
市
民

の
皆
様
に
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
こ
と
を
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
の
臨
時
福
祉
給
付
金
に

係
る
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
福
祉
部
福

祉
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

福
祉
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
１

岡
山
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合
・
中

国
運
輸
局
岡
山
運
輸
支
局
の
所
在
地

に
つ
い
て

　

本
紙
平
成
27
年
３
月
号
（
第
１
２
４

号
）
９
ペ
ー
ジ
の
「
廃
車
手
続
き
は
３

月
末
ま
で
に
」
の
記
事
中
で
、
軽
二
輪
・

二
輪
の
小
型
自
動
車
の
廃
車
手
続
き
場

所
と
し
て
ご
案
内
し
て
い
た
岡
山
県
自

動
車
整
備
商
工
組
合
・
中
国
運
輸
局
岡

山
運
輸
支
局
の
所
在
地
を
「
岡
山
市
北

区
藤
原
」
と
記
載
し
て
い
ま
し
た
が
、

正
し
く
は
「
岡
山
市
中
区
藤
原
」
で
す
。

訂
正
し
、
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
軽
二
輪
・
二
輪
の
小
型
自
動

車
の
廃
車
手
続
き
場
所
は
、
上
の
記
事

の
と
お
り
、
５
月
７
日
（
木
）
か
ら
移

転
さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　

税
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

問

　平成 27 年度の国民年金第 1 号被保険者の月々の保険料
は、平成 26 年度の保険料から 340 円増の 15,590 円となっ
ています。なお、保険料は前払い（前納）や口座振替を行
うと安くなります。

ねんきんのおはなし♪

国民年金保険料額が改定されます

納付方法 １カ月分 ６カ月分 １年分 ２年分

現金
支払

月々 15,590 円 93,540 円 187,080 円

前納
92,780 円  
（760 円）

183,760 円  
（3,320 円）

口座
振替

毎月当月末
振替

15,540 円
（50 円）

93,240 円
（300 円）

186,480 円  
（600 円）

前納
92,480 円

（1,060 円）
183,160 円  

（3,920 円）
366,840 円  

※かっこ内は、現金支払額（月々）を基準とする割引額です。

　市民課　☎０８６９- ２２- １７９０
　岡山東年金事務所　☎０８６- ２７０- ７９２８
問
問

　
国
民
健
康
保
険
の
退
職
者
医
療

制
度
は
平
成
26
年
度
末
で
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
26
年
度
末
時
点

で
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
だ
っ

た
人
が
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間

は
、
平
成
27
年
度
以
降
も
「
退

職
被
保
険
者
証
」
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

問

　

協
会
け
ん
ぽ
は
、
中
小
企
業

な
ど
で
働
く
従
業
員
と
そ
の
家

族
の
皆
さ
ん
が
加
入
す
る
健
康

保
険
で
す
。

  

退
職
者
医
療
制
度
の
廃
止

　
４
月
分
（
５
月
納
付
分
）
か
ら

岡
山
支
部
の
健
康
保
険
料
率
は

10
・
０
９
％
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
人
が
対
象
と
な
る
介
護
保
険

料
率
も
１・
５
８
％
に
変
更
さ
れ

ま
す
。（
※
任
意
継
続
被
保
険
者

は
５
月
分
か
ら
変
更
。）

　
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
の
健

康
保
険
料
率
は
10
・
０
６
％
、
介

護
保
険
料
率
は
１・
７
２
％
で
平

成
26
年
度
と
同
率
で
す
。

　

協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部

☎
０
８
６-

８
０
３-

５
７
８
０

HP http://www.kyoukaikenpo.or.jp

問

  

協
会
け
ん
ぽ
の

  

健
康
保
険
料
率
な
ど

問
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催
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集

お
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ら
せ

相  
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　　知っ得！せとうち便　　
　
平
成
27
年
1
月
か
ら
、
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
、
補
装
具
及
び
地
域

生
活
支
援
事
業
の
対
象
と
な
る
難

病
の
範
囲
が
、
１
３
０
疾
患
か
ら

１
５
１
疾
患
へ
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

▽
対
象
者　

　
対
象
疾
病
に
該
当
し
、
支
援
が

必
要
と
認
め
ら
れ
る
人
（
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

※
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て

　
い
な
い
場
合
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

▽
手
続
き
な
ど

　
対
象
疾
患
に
罹
患
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
証
明
書
（
診
断
書
ま

た
は
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
な

ど
）
を
持
参
の
上
、
支
給
申
請
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
障
害
支
援
区
分
の
認
定
や
支
給

認
定
な
ど
の
手
続
き
を
経
て
、
必

要
と
認
め
ら
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

福
祉
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
３

  

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
対
象  

  

と
な
る
難
病
の
範
囲
が
拡
大

問
　
瀬
戸
内
市
議
会
議
員
に
よ
る
議

会
報
告
会
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
・
場
所

　

・
５
月
16
日
（
土
）
午
後
７
時
～

　
午
後
８
時
30
分　
牛
窓
町
公
民
館

　

・
５
月
23
日
（
土
）
午
後
７
時
～

　
午
後
８
時
30
分　
瀬
戸
内
市
役
所

　

・
５
月
30
日
（
土
）
午
後
７
時
～

　
午
後
８
時
30
分　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

　

議
会
事
務
局

☎
０
８
６
９-

２
２-

０
９
７
９

　
瀬
戸
内
市
、玉
野
市
、備
前
市
、

赤
磐
市
で
は
、
職
員
採
用
合
同
説

明
会
を
行
い
ま
す
。

　
参
加
費
無
料
、
事
前
の
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。
面
接
な
ど
は
行

い
ま
せ
ん
。
普
段
着
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。
採
用
説
明
会
へ
の
参
加

の
有
無
が
選
考
に
影
響
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
日
時　
５
月
２
日
（
土
）
午
後

　
１
時
～
午
後
４
時
40
分
頃

  

市
職
員
採
用
合
同

  

説
明
会

　
（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

▽
場
所

　
サ
ン
ピ
ー
チ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

　
（
岡
山
市
北
区
駅
前
町
２-

３-

31
）

▽
内
容　
採
用
試
験
の
概
要
や
業

　
務
内
容
の
説
明
、
若
手
職
員
と

　
の
対
話
な
ど

　

総
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
９

問  「
振
り
込
め
詐
欺
を
は
じ
め
と  

  

す
る
特
殊
詐
欺
」
の
被
害
防
止

　
平
成
26
年
中
に
岡
山
県
内
で
発

生
し
た
特
殊
詐
欺
の
被
害
額
は
約

８・
６
億
円
で
し
た
。
特
殊
詐
欺

の
被
害
は
依
然
と
し
て
後
を
絶
た

ず
、そ
の
手
口
は
ま
す
ま
す
悪
質・

巧
妙
化
し
て
お
り
、
被
害
の
深
刻

さ
が
社
会
問
題
化
し
て
い
ま
す
。

　
瀬
戸
内
市
内
で
も
、
警
察
官
や

役
所
を
か
た
っ
た
り
、
未
公
開
株

の
購
入
を
勧
め
る
な
ど
と
い
っ
た

特
殊
詐
欺
と
思
わ
れ
る
不
審
な
電

話
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
「
不
審
な
電
話
が
あ
っ
て
も
怪

し
い
と
思
っ
た
ら
相
手
に
せ
ず
、

す
ぐ
に
電
話
を
切
る
」「
簡
単
に

も
う
か
る
話
が
あ
っ
て
も
、
一
人

で
判
断
せ
ず
、
必
ず
家
族
・
警
察

な
ど
に
相
談
す
る
」な
ど
、特
殊
詐

欺
の
被
害
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

生
活
環
境
課

（
消
費
生
活
相
談
窓
口
）

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
９
９

　

瀬
戸
内
警
察
署

☎
０
８
６
９-

３
４-

６
１
１
０

問問
　
マ
ダ
ニ
は
、
県
内
に
広
く
分
布

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
活

動
が
活
発
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い

る
春
か
ら
秋
だ
け
で
な
く
、
冬
も

生
息
し
て
お
り
、
年
間
を
通
じ
て

か
ま
れ
な
い
た
め
の
予
防
対
策
が

必
要
で
す
。

【
マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
な
い
た
め
に
】

　

・
草
む
ら
な
ど
に
入
る
と
き
に
は
、

　
肌
が
露
出
し
な
い
よ
う
に
、
袖

　
口
を
絞
れ
る
長
袖
、長
ズ
ボ
ン
、

　
手
袋
、
足
を
完
全
に
覆
う
長
靴

　
な
ど
を
着
用
す
る
。

　

・
服
の
上
や
肌
の
露
出
部
分
に
、

  

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症

  

の
定
期
予
防
接
種

　
防
虫
ス
プ
レ
ー
を
噴
霧
す
る
。

　

・
地
面
や
草
む
ら
に
、
じ
か
に
寝

　
転
ん
だ
り
、腰
を
下
ろ
し
た
り
、

　
服
を
置
い
た
り
し
な
い
。

【
野
外
で
活
動
し
た
後
は
】

　

・
す
ぐ
に
入
浴
し
、
体
や
頭
を
よ

　
く
洗
い
、新
し
い
服
に
着
替
え
る
。

　

・
脱
い
だ
衣
類
は
す
ぐ
に
洗
濯
す

　
る
か
、
ナ
イ
ロ
ン
袋
に
入
れ
て

　
口
を
縛
る
。

【
マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
た
ら
】

　

・
吸
着
し
て
い
る
マ
ダ
ニ
を
無
理

　
に
引
き
抜
こ
う
と
す
る
と
、マ
ダ

　
ニ
の
一
部
が
皮
膚
に
残
る
こ
と

　
が
あ
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
病

　
院（
皮
膚
科
）で
取
っ
て
も
ら
う
。

　

・
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合

　
は
、
早
め
に
病
院
（
内
科
）
を

　
受
診
し
、
野
山
に
入
っ
た
こ
と

　
を
伝
え
る
。

　

岡
山
県
備
前
保
健
所
（
保
健
課

保
健
対
策
班
）　

☎
０
８
６-

２
７
２-

３
９
３
４

問

問

　
平
成
26
年
10
月
1
日
か
ら
、
高

齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
の
予
防

接
種
が
定
期
予
防
接
種
に
追
加
さ

れ
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
の
定
期
予
防
接
種

対
象
者
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
あ

て
は
ま
る
人
で
こ
れ
ま
で
に
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
23
価
肺
炎
球
菌

莢
膜
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
ワ
ク
チ

ン
）
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人
が

対
象
で
す
。

①
平
成
27
年
度
に
65
歳
、
70
歳
、

　
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、

　
95
歳
、
１
０
０
歳
と
な
る
人

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
あ
っ

　
て
、
心
臓
・
腎
臓
ま
た
は
呼
吸

　
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日

　
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ

　
れ
る
程
度
の
障
が
い
を
有
す
る

　
人
お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

　
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
日

　
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な

　
程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
人

※
①
の
対
象
者
へ
は
別
途
、
お
知

　
ら
せ
し
ま
す
。

※
過
去
５
年
以
内
に
同
じ
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
た
人
が
再
接
種

を
し
た
場
合
、
副
反
応
が
強
く

発
現
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
再
接
種
し
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

  
議
会
報
告
会
を

  
開
催
し
ま
す

  

マ
ダ
ニ
に

  

注
意
し
ま
し
ょ
う

問

募
　
　
集

　
市
で
は
、
経
済
的
な
事
情
に
よ

り
、
義
務
教
育
を
受
け
る
た
め
に

必
要
な
経
費
（
学
用
品
費
・
給
食

費
・
修
学
旅
行
費
な
ど
）
を
負
担

す
る
こ
と
が
困
難
な
保
護
者
に
、

必
要
な
援
助
を
し
て
い
ま
す
。

　
前
年
度
に
引
き
続
き
援
助
を
希

望
す
る
場
合
も
申
請
が
必
要
で
す
。

▽
申
請
期
限　
５
月
31
日
（
日
）

※
こ
れ
以
降
も
、
平
成
28
年
１
月

　
31
日
ま
で
随
時
受
け
付
け
ま
す

　
が
、
受
付
翌
月
か
ら
の
援
助
に

　
な
り
ま
す
。

▽
提
出
書
類

①
就
学
援
助
申
請
書

②
児
童
扶
養
手
当
証
書
の
写
し　

　
（
該
当
者
の
み
）

③
委
任
状
（
所
得
・
課
税
証
明
書

　
発
行
用
）
ま
た
は
所
得
・
課
税

　
証
明
書
（
平
成
27
年
１
月
１
日

　
現
在
、
住
民
票
が
瀬
戸
内
市
に

　
な
い
場
合
）

④
家
賃
が
分
か
る
も
の
の
写
し

　
（
借
家
・
借
間
の
場
合
）

※
②
が
あ
る
場
合
、
③
と
④
は
不

　
要
で
す
。

※
申
請
書
と
委
任
状
は
教
育
委
員

　
会
、
各
小
・
中
学
校
、
中
央
公

　
民
館
、
牛
窓
町
公
民
館
、
長
船

　
町
公
民
館
に
備
え
付
け
の
様
式

　
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

総
務
学
務
課

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
４
０

問

　
瀬
戸
内
市
民
病
院
で
は
、
看
護

師
と
医
療
技
術
職
員
の
確
保
を
図

り
、
瀬
戸
内
市
民
病
院
の
体
制

の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
修
学
資
金
を
貸
与
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格

　
看
護
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、

臨
床
検
査
技
師
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
も
し

く
は
臨
床
工
学
技
士
を
養
成
す
る

学
校
ま
た
は
養
成
所
に
在
籍
す
る

学
生
で
、
卒
業
後
に
市
民
病
院
に

勤
務
す
る
意
思
を
有
す
る
人

▽
採
用
予
定
人
数　
５
名

▽
貸
与
金
額　
月
額
５
万
円（
一
律
）

▽
募
集
期
間　
４
月
1
日
（
水
）

　
～
17
日
（
金
）（
必
着
）

▽
応
募
方
法

　
必
要
書
類
を
募
集
期
間
内
に
瀬

戸
内
市
民
病
院
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
必
要
書
類
に
つ
い
て
は
、「
平

成
27
年
度
瀬
戸
内
市
立
瀬
戸
内
市

民
病
院
看
護
師
等
修
学
資
金
修
学

生
募
集
要
領
」
に
記
載
し
て
い
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
要
領

や
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

の
瀬
戸
内
市
民
病
院
の
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
選
考
方
法　
提
出
さ
れ
た
書
類

　
お
よ
び
面
接
に
よ
る
審
査

※
面
接
審
査
の
日
時
場
所
な
ど
は

　
別
途
通
知
し
ま
す
。 

　
　

瀬
戸
内
市
立
瀬
戸
内
市
民
病

院
事
務
局

〒
７
０
１-

４
２
４
６

瀬
戸
内
市
邑
久
町
山
田
庄
８
４
５-

１

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
２
３
４

応
問

  

就
学
援
助
制
度

　
市
で
は
、
経
済
的
な
事
情
に
よ

り
、
修
学
が
困
難
な
学
生
の
学
資

ま
た
は
育
英
上
必
要
な
資
金
を
貸

し
付
け
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
世
帯
の
所
得
状
況
、
成

績
な
ど
に
よ
り
貸
付
を
受
け
ら
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▽
対
象
者　
高
等
学
校
、
学
校
教

　
育
法
に
基
づ
く
特
別
支
援
学
校

　
の
高
等
部
、
大
学
、
高
等
専
門

　
学
校
、
専
修
学
校
の
就
学
者

▽
申
請
期
限　
６
月
30
日
（
火
）

▽
提
出
書
類

①
奨
学
生
願
書

②
出
身
学
校
ま
た
は
在
学
校
長
の

　
奨
学
生
推
薦
調
書

③
世
帯
全
員
の
住
民
票

④
在
学
証
明
書

⑤
親
権
者
を
含
む
世
帯
全
員
の
所

　
得
・
課
税
証
明
書
（
平
成
26
年
分
）

  

奨
学
金
制
度

※
①
と
②
は
教
育
委
員
会
、
中
央

　
公
民
館
、
長
船
町
公
民
館
に
備

　
え
付
け
の
様
式
で
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。

※
⑤
は
６
月
１
日
以
降
に
発
行
さ

　
れ
ま
す
。

※
奨
学
金
を
貸
し
付
け
る
際
の
振

　
込
は
、
初
年
度
は
平
成
27
年
8

　
月
下
旬
に
4
～
9
月
の
6
カ
月

　
分
を
ま
と
め
て
行
い
、
以
後
4
、

　
7
、
10
、
1
月
の
四
半
期
ご
と

　
に
各
3
カ
月
分
を
振
り
込
む
予

　
定
で
す
。

　

総
務
学
務
課

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
４
０

問  

瀬
戸
内
市
民
病
院
修
学
資
金

  

の
修
学
生
を
募
集
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瀬
戸
内
市
立
美
術
館
で
は
、
特

別
展
「
小
磯
良
平
展
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
も
開
催
し
ま
す
。
展
示

室
で
作
品
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
小

磯
良
平
の
作
品
の
魅
力
を
分
か
り

や
す
く
解
説
し
ま
す
。

▽
特
別
展
開
催
期
間

　

４
月
26
日
（
日
）
ま
で

※
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

▽
開
館
時
間

　
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時

　
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

△

ふ
く
や
ま
美
術
館
所
蔵
「
婦
人
像
」

　

１
９
６
９
年
、
油
彩
・
キ
ャ
ン
バ
ス

▽
観
覧
料　

大
人
７
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）
お
よ
び
65
歳

　
以
上
６
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

▽
日
時　
特
別
展
開
催
期
間
中
の

　
毎
週
日
曜
日　
午
後
２
時
～　

　
（
約
20
分
間
）

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館

▽
参
加
費　
観
覧
料

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

問

肉巻きレタス

れもんの会の会員さんからです

◆材料（2 ～ 3 人分）
●レタス（1 玉）
●豚バラ肉（200g）
●塩（少々）
●おろししょうが
　（小 1/2 片分）

●麺つゆ（ストレート）（50cc）
●小麦粉（適宜）
●かたくり粉（適宜）
●油（適宜）

◆作り方
①レタスを太めの千切りにしてボウルに入れ、塩
　を振ってよくもみ、水分が出てきたら、軽く水
　洗いし、ギュッと絞って水気を切る。
②広げた豚バラ肉の一番手前にレタスを載せ、くる
　くる巻いて、巻き終えたら小麦粉をまぶす。
　巻ききれなかったレタスは皿に敷いておく。
③フライパンで油を熱し、肉巻きレタスを巻き終わ
　りを下にして、転がしながら中火でじっくり焼く。
④肉によく火が通ったらフライパンから取り出す。
⑤フライパンに麺つゆとおろししょうがを加えて中
　火で一煮立ちさせて弱火にし、水溶きかたくり粉
　を加えて、とろみををつける。
⑥肉巻きレタスを戻して⑤を全体にからめたら、レ
　タスを敷いた皿に盛り付け、残った⑤をかける。

　健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２問

　
瀬
戸
内
市
民
病
院
で
は
、
健
康

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
な
お

平
成
27
年
度
か
ら
は
不
定
期
開
催

（
年
６
回
程
度
）
と
な
り
ま
す
。

▽
日
時　
４
月
16
日（
木
）
午
後
２
～
３
時

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
民
病
院

▽
テ
ー
マ　
中
高
年
の
目
の
病
気

▽
講
師　

仁
熊
恭
子
氏（
眼
科
医
）

▽
定
員　
30
人

▽
参
加
費　
１
０
０
円

▽
申
込
期
限　
４
月
15
日
（
水
）

　
　

瀬
戸
内
市
民
病
院

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
２
３
４

申
問

  

求
職
者
支
援
訓
練

  

受
講
者
募
集

  

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

  

特
別
展
「
小
磯
良
平
展
」

　
求
職
者
支
援
訓
練
と
は
、
雇
用

保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職
者
な

ど
を
対
象
に
、
全
国
の
民
間
教
育

訓
練
機
関
が
実
施
す
る
「
就
職
」

を
目
的
と
し
た
公
的
な
職
業
訓
練

で
す
。

　
５
～
６
月
に
開
講
す
る
コ
ー
ス

の
受
講
者
を
順
次
、
募
集
し
て
い

ま
す
。
受
講
を
希
望
す
る
人
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
大
寺
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
科　

　
基
礎
コ
ー
ス・実
践
コ
ー
ス（
介

護
福
祉
、
医
療
事
務
お
よ
び
事
務

分
野
な
ど
）

※
開
講
日
、
訓
練
期
間
（
３
～
６

　
カ
月
）な
ど
は
各
コ
ー
ス
に
よ
っ

　
て
異
な
り
ま
す
。

▽
受
講
料　
原
則
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担

　
で
す
。

※
一
定
の
要
件
（
収
入
・
資
産
な

　
ど
）を
満
た
す
人
に
対
し
て
は
、

　
「
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
（
月

　
10
万
円
＋
交
通
費（
所
定
の
額
））」

　

が
給
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。

　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
大
寺

☎
０
８
６-

９
４
２-

３
２
１
２

応
問

　　知っ得！せとうち便　　

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

催
し
物

42015 年 　　 月の予定
①行政相談（主に行政全般に関する相談）　　　　　　  
　【相談員：行政相談委員（予約不要・無料）】
　問総務課　☎０８６９ - ２２ - １１１２
②心配ごと相談 　
　※前日までに予約をしてください。
　問予瀬戸内市社会福祉協議会
　　本所　☎０８６９ - ２２ - ２９４０
③なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員（予約不要・無料）】
　問人権啓発室　☎０８６９ - ２２ - ３９２２
④住宅増改築相談 
　問建設課　☎０８６９ - ２２ - ２６４９
⑤育児相談（乳幼児に関する相談） 
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑥離乳食講習会 
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑦こころの健康相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑧精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談） 
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　問予岡山県備前保健所　☎０８６ - ２７２ - ３９３４
⑨乳幼児こころの健康相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑩わーく相談会（障がい者の生活や仕事に関する相談） 
　【相談員：岡山障がい者就業・生活支援センター相談員】
　問地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９ - ２２ - ９６００
⑪子どもの健診 
　問健康づくり推進課　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
⑫窓口業務の時間延長（市民課、税務課、収納推進課の業務の一部）
　※取り扱いができない業務もあります。詳細はお問い合
　　わせください。
　問　・市民課　☎０８６９ - ２２ - １１１５
　　・税務課　☎０８６９ - ２２ - １１１４
　　・収納推進課　☎０８６９ - ２２ - ２４６４
※①～⑫の日時は、左のカレンダーをご覧ください。
○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　（予約不要・市役所開庁日に相談受付）
　問生活環境課　☎０８６９ - ２２ - １８９９
○障がいに関する相談（身体・知的・精神（ひきこもり
　を含む）・発達障がいなどに関する相談）
　問地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９ - ２２ - ９６００
○発達障がい専門相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　問予福祉課
　　☎０８６９ - ２６ - ５９４３
刀 備前長船刀剣博物館の行事
　問備前長船刀剣博物館　☎０８６９ - ６６ - ７７６７
美 瀬戸内市立美術館の行事
　問瀬戸内市立美術館　☎０８６９ - ３４ - ３１３０
体 体育協会の行事
　問瀬戸内市体育協会　☎０８６９ - ２２ - ２２１１
　　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

人の動き《平成 27 年 3 月 1 日現在、かっこ内は前月比》

人口 ３８，４２１人 （－１０） 男 １８，３５２人  （＋　５）

世帯 １５，１６３世帯 （＋１５） 女 ２０，０６９人  （－１５）

1 水 ②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター

2 木 ⑩わーく相談会　13：30 ～ 16：00　地域生活支援センタースマイル
⑫窓口業務の時間延長　17：15 ～ 19：00　瀬戸内市役所

3 金
4 土 体 瀬戸内市剣道教室　8：00 ～　邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター

5 日 体 春季軟式野球大会 1 日目　8：30 ～　
　邑久町スポーツ公園、　長船町スポーツ公園

6 月
7 火

8 水 ⑪ 1 歳 6 か月児健診【対象：平成 25 年 9 月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

9 木 ⑪ 2 歳児健診【対象：平成 24 年 12 月生】　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

10 金 ⑥離乳食講習会【対象：4 ～ 6 カ月児】　9：45 ～ 10：00　ゆめトピア長船
⑧精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

11 土 体 瀬戸内市春季ペタンク大会　8：30 ～　円張釣公園

12 日

体 歩こう会　上寺山コース　9：00　瀬戸内市役所集合
体 春季軟式野球大会 2 日目　8：30 ～　
　邑久町スポーツ公園、　長船町スポーツ公園
体 春季ソフトバレーボール大会　8：00 ～　
　牛窓中学校体育館、牛窓町民体育館
体 瀬戸内市ミックスダブルステニス大会　9：00 ～　邑久町スポーツ公園

13 月
14 火 ⑦こころの健康相談　9：00 ～ 11：00　ゆめトピア長船

15 水
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター
④住宅増改築相談　9：00 ～ 15：00　瀬戸内市役所
⑪乳児健診（4カ月児、9カ月児）【対象：平成26年 11月生、
　平成 26年 7月生】　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

16 木 ①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　瀬戸内市役所
⑨乳幼児こころの健康相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

17 金
18 土
19 日
20 月
21 火

22 水 ①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　牛窓支所
⑪３歳児健診【対象：平成 23 年 10 月生】13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

23 木 ⑩わーく相談会　13：30 ～ 16：00　地域生活支援センタースマイル

24 金
①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船
⑥離乳食講習会【対象：7 ～ 12 カ月児】　9：45 ～ 10：00　ゆめトピア長船
⑧精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

25 土

26 日 体 春季ソフトボール大会　7：00 ～　
　邑久町スポーツ公園、　長船町スポーツ公園

27 月
28 火 ⑤育児相談　9：30 ～ 11：00　ゆめトピア長船

29 水 昭和の日
30 木

刀 美

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日
（
展
示
替
え
）

幕
末
の
刀
剣
展 （
～
５
月
17
日
）

小
磯
良
平
展 （
～
４
月
26
日
）
休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日

相続遺言・登記・  成年後見等相談

▽ 日時　４月 11 日（土）　9：30 ～ 12：00

▽ 場所　中央公民館（邑久）

▽ 相談員　司法書士
※相談料無料、事前予約は不要です。

岡山県司法書士会　おかやま総合相談センター　
☎０８６ - ２２６ - ０４７０
問

４月 30 日（木）が納付期限の市税・保険料
固定資産税【１期】（全期前納）
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。
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今月のお

　
本
め
す
す

BooKs

在
宅
で
介
護
す
る
家
族
に
と
っ
て
、
な
か
な
か
聞
け

な
い
介
護
の
悩
み
に
つ
い
て
、
マ
ン
ガ
を
交
え
て
分

か
り
や
す
く
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
介
護
さ
れ
る

人
の
心
情
や
、
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
な
が
ら
、

困
っ
た
行
動
へ
の
対
処
法
や
、
介
護
す
る
人
の
心
の

保
ち
方
の
コ
ツ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

在
宅
介
護
応
援
ブ
ッ
ク

認
知
症
ケ
ア
Ｑ
＆
Ａ

三
好
春
樹
…
著　

講
談
社



まちの話題 秘書広報課：☎0869-24-7095問

My Town Topics

　力 を出し切り、快走 第 10回瀬戸内市健康マラソン大会　

　２月 15 日、中央公民館（邑久町尾張）で、

瀬戸内市誕生 10 周年を記念して、岡山フィル

ハーモニック管弦楽団による演奏会が行われま

した。オープニングでは瀬戸内市のイメージソ

ング「ふらり  瀬戸内  いいきもち」 を演奏。そ

の後、竹久夢二作詞の「ふるさと」「風の子供」

「宵待草」なども披露されました。

　また、東京や海外などでも活躍している松元

宏康指揮者の軽妙なトークによる楽器紹介、演

奏の公開レッスンなどもあり、来場者はリラッ

クスした雰囲気のなかで、音楽や楽器への理解

を深めていました。

　オ  ーケストラが瀬戸内市にやってきた 岡山フィルハーモニック管弦楽団演奏会

　２月３日、１日に満 100歳を

迎えた渡邊一美さん（長船町福

岡）のお祝いに、武久顕也市長

らがお祝いの会場を訪問しまし

た。渡邊さんは多くの家族に囲

まれながら、「ありがとうござい

ます」と感謝の気持ちを述べ、

お祝い状を受け取りました。渡

　い  つまでもお元気で 100 歳を迎えた高齢者をお祝い　

家族に囲まれた渡邊さん（写真中央）（左） ／ お祝いの花束を手にする實末さん（右）

邊さんの楽しみは、新聞や週刊誌を毎日読むこと。長寿の秘訣は「食事に気を付けていたこと」です。また２月 18日、

16日に満 100歳を迎えた實末好さん（邑久町下山田）のお祝いに、武久顕也市長らが入所している施設を訪問しました。

實末さんは家族や施設の職員に囲まれ、笑顔でお祝い状を受け取りました。農業を手伝いながら子育てをし、若い頃は旅

行好きだった實末さんの長寿の秘訣は「自由奔放に生きてきたこと」。お二人とも、これからもお元気でお過ごしください。

みんな
の
広場
秘書広報課
☎0869-24

-7095問

投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、生年月日、家族（氏名、続柄：２
人まで）からのひとことを記入
②短歌・俳句・詩
③催し物の告知や募集
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日時、コメ
ントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、はがき・
ＦＡＸ・電子メールなどで秘書広報課へ送
付してください。匿名・ペンネームを希
望する場合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただいた原稿や
作品は返却していません。掲載の都合上、
全ての原稿や作品を掲載できない場合もあ
りますので、あらかじめご了承ください。
問応瀬戸内市役所秘書広報課
〒７０１-４２９２
瀬戸内市邑久町尾張３００-１
☎０８６９-２４ - ７０９５
FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp

市民ギャラリー

▲山本敏子さん
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鰭
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久
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　２月15日、邑久スポーツ公園（邑久町下山田）

とその周辺で、瀬戸内市健康マラソン大会が行

われました。10 回目となる今回は、1994 年の

パリ国際マラソンにおいて大会新記録で優勝す

るなどしたマラソンランナー谷川真理さんをゲ

ストランナーに迎えました。

　種目は、タイム宣言レース、年代別レース、

ファミリーレース。市民ランナー約 900 人は、

沿道から声援を受けながら、それぞれ自分の力

を出し切り、快走しました。

　谷川さんも市民ランナーと一緒に走り、大会

を盛り上げていました。 力一杯に走り抜ける（左上）／市民ランナーと一緒に走った谷川真理さん（写真中央）（右下）

一つ一つ音を出しながらの楽器紹介（左上）／見事に調和した演奏（右下）

今年も踊ろう桜の下で
フォークダンスを踊りませんか
　夢二フォークダンスサークルでは、次のとおりフォークダ
ンスを踊る催しを開催します。多くの皆さんの参加をお待ち
しています。参加費無料、事前申し込みは不要です。

▽日時　４月５日（日）
　午前 10 時～午後３時

▽場所　牛窓オリーブ園
　（雨天の場合は、牛窓町公民館）
※昼食、湯茶は各自でご用意ください。
　夢二フォークダンスサークル　梶谷さん
☎０９０-８７１９ - ５４１８
問

△牛窓オリーブ園から
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　舵杯実行委員会では、４月12日に開催する舵杯ヨットレー
スの海上観戦の参加者（小学校高学年の児童）を募集しています。
　４月 11 日には、アクセスディンギー（ヨットの一種）・
カヌーの試乗会を開催するほか、毎月第２日曜日に牛窓町漁
協で開催されている牛窓朝市を４月に限り牛窓とれたて市
（有料）として開催します。夕方からはバンド演奏、コーラス、
フラダンスなどもある前夜祭も行います。
　会場、集合場所は全て、牛窓ヨットハーバーです。
【舵杯ヨットレース海上観戦】

▽日時　４月12日（日）　午前７時30分集合、午前８時出発、
　午前 10 時解散予定

▽申込方法　ＦＡＸ、電子メールで申し込んでください。
※先着順、定員（40 人）になり次第締め切ります。参加予
　定者には実行委員会から連絡します。
※対象は小学校高学年の児童です。参加費は無料です。
【アクセスディンギー・カヌー試乗会】

▽日時　４月 11 日（土）　午前 11 時～午後２時
※参加費無料、事前申し込みは不要です。
【牛窓とれたて市 in 牛窓ヨットハーバー】

▽日時　４月11日（土）　午前11時～午後１時
※魚の販売は売り切れ次第、終了します。
【舵杯ヨットレース前夜祭】

▽日時　４月 11 日（土）　午後６～８時
　 　舵杯実行委員会事務局　佐藤さん
ＦＡＸ０８６ - ２６５ - ７０２０
mail:boa.vian@basil.ocn.ne.jp

第 40 回舵杯ヨットレース
レースを海上から観戦しませんか

問申


